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亡慧 ｌ青学 †ジ ケツ 「γ ン

済
　
醐
枚
来
月
発
計
収
益
次
回
製
作
費
に

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
三

年
生
の
音
声
情
報
処
理
憤

習
の
一
環
用
担
当
教
授
の
知

人
で
、
関
西
を
中
心
に
活

動
す
る
」
皆
下
博
行
ト
リ
オ

Ｍ
Ｎ
Ｔ
（
み
ん
と
）
ト
が

演
奏
を
引
き
受
け
た
。
営
下

さ
ん
（
四
二
）
が
作
曲
し
た
大
学

の
イ
メ
ー
ジ
曲
も
収
録
し

た
。学
竺
二
十
五
人
が
協
力
し

て
、
録
菖
し
た
七
つ
の
音
源

の
バ
ラ
ン
ス
を
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
編
集
し
た
。
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
は
、
全
員
が
録
音
風
景

や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
写
貢
を
加

工
す
る
な
ど
し
て
デ
ザ
イ

ン
。
投
票
で
、
日
下
窟
さ
ん

安
田
女
子
大
（
広
島
市
安
佐
南
区
）
の

学
生
が
、
大
学
フ
ラ
ン
ド
の
Ｃ
Ｄ
を
初
め

て
製
作
し
た
。
プ
ロ
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の

演
奏
三
曲
を
学
内
の
ス
タ
ジ
オ
で
録
音
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
も
学
生
が
手
掛
け

た
。
十
月
九
日
か
ら
申
区
の
金
正
堂
茶
店

で
販
売
す
る
。

（
ニ
一
）
の
「
大
挙
の
仲
間
と
ミ

ン
ト
つ
ぼ
い
葉
を
取
り
入
れ

た
」
㍉
作
品
に
決
ま
っ
た
。

日
下
さ
ん
は
「
さ
わ
や
か

な
風
が
吹
い
て
く
る
よ
う

な
Ｃ
Ｄ
に
な
り
ま
し
た
」
と

自
信
を
見
せ
る
。
五
首
枚
作

り
、
一
枚
千
円
で
販
売
。
売

り
上
げ
か
ら
経
垂
を
差
し

引
い
た
収
益
は
、
来
年
度
の

Ｃ
Ｄ
製
作
授
業
の
費
用
に
充

て
る
。

1
冒
（
土
）
オ
ペ
ラ
「
修

道
女
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
×
ジ
ャ

ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
」
（
2
日

も
、
中
区
・
ア
ス
テ
ー
ル
プ

ラ
ザ
）
▽
国
営
備
北
丘
陵
公

園
花
火
大
会
（
庄
原
市
）
▽

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
東
広
島
2

0
0
5
十
郷
土
・
招
待
作
家

展
（
1
6
日
鼓
で
、
東
広
島
市

立
美
術
館
）
▽
ア
ク
ア
フ
ェ

ス
タ
1
ｎ
福
富
（
2
日
も
、

東
広
島
市
・
福
富
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
な
ど
）

2
日
（
日
）
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
5

ノ
広

島
発
～
乳
が
ん
、
そ
の
時
あ

な
た
は
（
申
区
・
中
国
新
聞

ビ
ル
）
▽
お
い
で
ん
祭
（
庄

原
蒋
・
総
領
町
健
康
福
祉
セ

ン
タ
1
周
辺
）

7
日
（
金
）
広
島
交
響
果

団
定
期
演
奏
会
（
中
区
・
広

島
厚
生
年
金
会
館
）

8
日
（
士
）
Ｊ
Ｔ
将
棋
目

茶
シ
リ
ー
ズ
こ
ど
も
大
会

（
中
区
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド

ホ
ー
ル
）
▽
県
少
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
9

日
も
、
佐
伯
運
動
公
園
な
ど
）

▽
山
中
雪
人
・
水
谷
愛
子
二

人
展
（
日
月
2
3
日
ま
で
、
呉
曹島ク　動祭り域バ
靡ｆ育フ柑公（の公リレ

市
立
美
補
館
）
▽
神
殿
入
り

（
三
次
帯
責
舎
町
・
辻
八
幡

神
社
）

9
日
（
日
）
三
次
ワ
イ
ン

秋
祭
り
（
10
日
も
、
広
島
三

次
ワ
イ
ナ
リ
ー
）
▽
藤
井
潜

水
音
楽
祭
（
呉
市
文
化
ホ
十

ル
）
▽
市
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
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